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隠岐の島「緑のコンビナート活動」報告書 

㈱藤井基礎設計事務所 藤本栄之助、櫛谷知之、安井裕彦、岡田清明

 隠岐の島（島後）は島根県美保関灯台から海上に隔たること 80km,直径 20km の小さな孤

島である。江戸時代の後期には北前船の風待ち港として栄え、享保の改革以降林業が盛ん

になり、先の大戦で焼け野が原になった東京や大阪の大都市の復興には隠岐スギやクロマ

ツを供給して、今日の日本経済躍進の基盤構築に貢献してきた。 

 しかしながら、2005 年の統計によると隠岐の島町総生産額は 850 億円で、この中の 70％

は公的資金で運営されていて、全く自立性のない島になってしまっている。しかも山と海

しかない、資源が限定されている条件下で、最も期待されるべき森林業の生産高が 4億円

という 0.5％にも満たない状況は実に寂しい限りである。このような公的資金に依存する習

慣から脱却し、島固有の資源を利活用しながら自立性のある森林業復活をかけて、我々は

「緑のコンビナート協議会」を設立した。

 松田和久町長の高い志に沿い、岡野徹会長（旭化成元専務および旭有機材工業元会長／

社長）そして当社代表取締役藤井三千勇を副会長として「協議会」活動を開始したところ

である。 

 これまで石油石炭を素材 原料

およびエネルギー源として きた

日本の化学コンビナートは、 海運

設備を備えた良港を中心に 構築

されてきたが、これからの バイ

オマスを主原料とする時代 への

転換においては、従来のコ ンビ

ナートへバイオマス素材を輸送することは絶対に避けなければならない。付加価値の低い

間伐材、林地残材および製材くずなどを山間部から港までの遠距離を運ぶことは、それだ

けで物流コストの高騰を招き、最初から計画が挫折してしまうからである。 

 我々は直径 20km の小さな隠岐の島で、運搬距離の短い優位性を生かしたバイオマス産業

を興し、リグノフェノール（ＬＰ）というファインケミカル素材の生産と新エネルギー源

としてのメタン発酵工場設立を目指して実証プラントを建設し、また同時に島内の西郷発

電所のバイオマス燃料転換事業を計画するために「緑のコンビナート活動」を開始した。 
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 島内には大満寺山系の北側に既に南谷水力発電所 100kW があり、南側には上水道ための

銚子ダムがあって、このダムの流下水を利用した約 70kW 規模の小水力発電所建設計画もこ

の「活動」を基に発動している。 

 ＬＰ生産実証プラントは島の東北部の布施地区に建設し、単位プロセスの最適化による

生産効率の向上と硫酸回収およびメタン発酵技術開発の確立を目標に、鋭意検討を続け、

安全に安定的に製品を工業的に生産できることを確証した。

 さらに商品開発においては、大別して二本の柱を立てて推進している。 

 一つ目の柱は木材の素材を機能化することであり、その中の第１は木材に浸透（含浸）

させて防腐効果を上げ、耐久性および難燃性を向上させること、第２はＬＰを 30％アルカ

リ溶液に溶解し高機能性接着剤を開発し、積層板を製 造し

て耐久性と難燃性の高い強化木を製造し、土木用部材 とす

ることである。今後は島内に限らず、日本の山間部の 各地

において小水力発電建設が盛んになることを予想すれ ば、小

さな堰堤の構築が必要になり、そのために遠隔地から 生コ

ンを運ぶよりも、近くにある木材を伐採し、ＬＰを溶 液に

して含浸させ、強化と耐久性を持たせて堰堤構築の素 材に

するという、安価で工期短縮に寄与するビジネスモデ ルを

この事業として拡張していくつもりである。第３は再 生紙

をほぐして成形し、溶剤に溶かしたＬＰ溶液を浸透さ せて

乾燥し固化して得た成形体を軽量物流部材やプリント 基板

として商品化するテーマである。 

 二つ目の柱は汎用性樹脂とＬＰをブレンドして機能 性樹

脂を製造するテーマである。このテーマにも二つの流 れが

あって、第１はポリカーボネートにＬＰを 5～30％ブ レン

ドすることにより、透明性と加工性を維持したまま、 難燃

化できることである。

 これまでの難燃化加工材はハロゲン化合物、ポリリ ン酸

エステルおよび乳酸などだったが、環境負荷が問題だったり、透明性や加工性が低下した

りで工場現場では忌避されることが多かったが、このＬＰは良好な透明性加工性を維持し

たまま、優れた難燃性を示す化合物である。 

 現在のＯＡ機器、テレビ、ＰＣ、携帯電話およびスマホなどの多様な電子機器には電気
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容量の高いリチウムイオン電池が搭載されているが、リチウム液が外部に漏えいすると発

火する危険性を伴っているために、全て難燃性樹脂のケースで内包されている。しかしこ

れまでの難燃性樹脂は不透明なために内部の点検に手間がかかり、多くのトラブルの原因

となってきた。卑近な例はボーイング 787 型機の電池火災事故である。これから透明性で

難燃性樹脂によるケースが普及すれば、事前点検が容易になり、大惨事の発生を未然に防

ぐことが可能になるであろう。

 第２の流れはポリオレフィンなどの汎用性樹脂に、 間伐

材などの未利用資源をブレンドすることにより、パレ ット

などのバイオマス物流部材が拡大普及し始めているこ とで

ある。この２元系組成体にＬＰを添加することにより、 ポリ

オレフィンと木粉との接着効果が増大し、汎用品の中 でも

より機能性の高い新商品の上市を目指して、開発はス ター

トしている。 

 また、ＬＰの特徴として（１）天然物由来品、（２）親水性と疎水性の両用性の兼備、（３）

殺菌性、（４）湿式紡糸が可能、（５）130～150℃の耐熱性、などの特性を有しており、人

工臓器の素材としても期待される。 

 隠岐の島の森林賦存量は 10万ｔと 計測

されていて、林野庁の長期政策では 5 ～7

万ｔの間伐および林地残材の搬出を奨 励し

ているが、現状の森林利用実績は年間

7,000ｔである。これを少なくとも 3 万ｔ

に上げるために作業道の整備から始め て、

ハーベスター、プロセッサー、スウィ ング

ヤーダーおよびロングリーチアームな どの

自動伐採及び搬送機械の導入を計画している。これらの整備が進行する過程で、西郷発電

所の重油燃料をバイオマス発電に転換する計画を提案する。重油の高騰と地球温暖化ガス

抑制、さらに離島モデルとしての隠岐の島の経済発展のために使命感を持ってこれに取り

組む予定である。環境省（(財)日本離島センター）もこれらの事業を支援する意向を表明

している。隠岐の島森林賦与量の制限下にあって、不足するエネルギーは太陽光や風力を

利用したマルチグリッド方式の蓄電器導入を前提に推進する。

 この離島発電改革モデル成功への Key Factors は地元住民および自治体の理解と協力、

地元企業の参画、銀行への説明そして何よりも中国電力との共同運営などが必須条件とし

て挙げられる。これら関係者との勉強会の環境構築から開始したい。

 最後に以上の企画を総合し、隠岐の島にもたらす経済性効果を表示する。
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表 1 隠岐の島バイオマス事業による経済性評価（単位：億円）

プロジェクト件名 投資金額 売上高 事業利益

ＬＰ＆メタンガス事業 18 14  5 
バイオマス発電事業 67 23  7 
合計 85 37 12 

（付記）本稿は国土政策研究会平成 26 年度会報に掲載されたものであり、岩井会長および

吉沢事務局長（理事）のご厚意で転載したものである。改めてお二人に謝意を表明する。

                                   （藤本記）

図 3 隠岐の島スマートグランドデザイン（案） 


